
令和元年度（平成３１年度）　高等教育機関等との連携事業　一覧

№ 事業名 区分 事業内容 実施時期 大学等

1 市民生活部 地域まちづくり課
担い手・ボランティア育成事
業

継続

 　「他人事」になりがちな地域住民が，高齢者等の支援を「我が事」とし
て取り組み，互いに役割を持ち，支え合いながら，相互に自分らしく活躍
できる居場所づくりを推進するため，地域の居場所づくり推進委員会を設
置し，地域活動の担い手・ボランティアを育成する。
（１）有償ボランティア「旭新おたすけ隊」の活動メニューへの支援等
（２）新旭川地区全体へのＰＲ活動
（３）活動報告会（まちづくりフォーラムｉｎ新旭川（仮称）の開催

令和元年６月１５日～令和２年３月３１
日

旭川大学
経済学部　教授　黒川伸一　氏

2 市民生活部 地域まちづくり課
北星６地区・教育大学連携事
業

継続
　地域住民と教育大学生が協力して，地域資源である「北の散歩道」と
「教育大学」の樹木の落ち葉を腐葉土として資源化する取組を通じて，地
域の環境美化を図るとともに，地域資源の再発見と世代間の交流を図る。

令和元年８月９日～令和２年３月３１日
北海道教育大学旭川校
技術教育講座　准教授　小泉匡弘　氏

3 市民生活部 永山支所市民係
旭川大学とデイサービス「生
きる音」との合同演奏会事業

新規
　旭川大学吹奏楽部の学生と，永山のデイサービス「生きる音」の利用者
で高齢者のためのクリスマスコンサートの実施

令和元年11月1日～12月15日
旭川大学
吹奏楽部学生

4 市民生活部 永山支所市民係 永山まちづくりの集い 新規 　永山まちづくりの集いの企画・実施 平成31年4月1日～令和2年3月31日

旭川大学
保健福祉学部保健看護学科　教授　信木晴雄　氏
経済学部　教授　杉村樹可　氏
経済学部　教授　江口尚文　氏

5 市民生活部 永山支所市民係
バリアフリースポーツ普及事
業

継続
　バリアフリースポーツ（ボッチャ，ウィルチェアーアジャタ）体験会開
催
（年6回）

平成31年4月1日～令和2年3月31日
旭川大学短期大学部
幼児教育学科　教授　佐藤貴虎　氏

担当部局
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6 市民生活部 永山支所市民係
永山地域共生型コミュニティ
づくり事業

継続
（１）地域食堂の開催及び共生地域づくり啓発セミナー
（２）地域住民アンケート

平成31年4月1日～令和2年3月20日
旭川大学
保健福祉学部コミュニティ福祉学科　准教授　栗田克実
氏

7 市民生活部 永山支所市民係 永山地域文化保存・振興事業 継続

　永山地域の歴史や貴重な体験談を取材し，編集した「永山地域史」を活
用しながら，次の取組を進める。
（１）永山の歴史資料を展示する川のふるさと交流館さららの活用
　永山新川管理センターとして建設された「川のふるさと交流館」には永
山の歴史を伝える町並みや農耕具など貴重な資料が多く展示されている。
施設はよく整備されているものの，現在は小中学校での見学利用を除き，
休館とされ，その価値が十分に知らされていない状況にあることから，住
民見学会などを実施することで総意を盛り上げながら当該施設の有効活用
策を調査，検討する。
（２）永山地域文化芸能の普及
　古典芸能への若年層の関心を高めるため，旭川大学を始め，小中学校等
とも連携し啓発に取り組む。
（３）永山地域文化団体の活動情報発信の仕組みづくり

平成31年4月1日～令和2年3月31日

旭川大学
保健福祉学部保健看護学科　教授　信木晴雄　氏
経済学部　准教授　河田祐也　氏
地域研究所　鈴木健太　氏

8 市民生活部 神楽支所市民係

旭川医科大学医学部看護学科
新カリキュラム科目「地域包
括ケア論」「地域包括ケア実
習」への協力

新規

　旭川医大看護学科の新１年生を対象に今年度から新たに開講したカリ
キュラムの実習の場として，神楽まちづくり推進協議会の取組事業である
「高齢者の居場所づくり」「子ども食堂」「学習支援」の各活動に参加す
る機会を提供する。

令和元年７月１８日，８月１７日，８月２４
日，８月３１日，９月２８日，１０月１２日

旭川医科大学
看護学科１年生

神楽地区の小中学生，高齢者等

9 市民生活部 神楽支所市民係

旭川医科大学医学部看護学科
新カリキュラム科目「地域包
括ケア論」「地域包括ケア実
習」への協力

新規

（１）旭川医科大学の看護学生と一緒に行動し，健康チェックやグループ
ワークで，元気のもと（種）を考え，明日から元気に過ごすヒントを探
す。
（２）地域包括ケアの取り組みについて，緑が丘まちづくり推進協議会や
旭川市社会福祉協議会，神楽・西神楽地域包括支援センター，訪問看護ス
テーションむらかみさんの方が講義を行う。
（３）世代間交流を目的とした，ゲームや工作などを行う。

（１）令和元年５月１３日
（２）令和元年８月２２日
（３）令和元年１０月６日

旭川医科大学
医学部看護学科　教授（学長補佐）　服部ユカリ　氏

10
子育て支援
部

子育て支援課
青少年係

あさひかわキッズタウン 継続

　将来を担う子どもたちの健やかな成長と夢や希望を応援するため，日々
の学校生活や日常生活では体験することが出来ない職業体験を通じて，働
くことの意義や喜び、大切さを体験してもらうための職業体験事業を実施
する。

令和元年１１月２３日（予定）

旭川大学短期大学部
幼児教育学科　教授　佐藤貴虎　氏

北海道教育大学旭川校
教育学部　教授　髙橋優二　氏

旭川福祉専門学校
こども学科　池上敦子　氏
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11
子育て支援
部

子育て支援課
青少年係

あったかいね，あさひかわ 継続 　異なる世代の子どもたちの交流を図る異世代交流事業 令和元年１２月２１日，２２日（予定）
旭川大学

北海道教育大学旭川校

12
子育て支援
部

こども育成課
こども育成係

進路のミカタLIVE2019・
未来ビュー旭川

新規

　(株)マイナビ主催で旭川市が共催となっている高校生向けの進学・就職イ
ベント。
　大学・短大等が説明ブースと体験ブースを出展しており，説明ブースで
は進学について，体験ブースでは主に就職後の仕事について学ぶことがで
きる。
　今回の開催で初めて「こども・福祉ブース」を新設し，保育関係の養成
校・団体が隣接して体験ブースを配置する保育特化ゾーンを設置。
　旭川市は旭川大学短期大学部との合同ブースを設け，学生への事業説明
を実施。

令和元年９月１８日 旭川大学短期大学部

13
子育て支援
部

こども育成課
神楽保育所

公立保育所における研究協力
と保育内容の充実及び質の向
上

継続

（１）園児や保育者への運動あそびについての提案や指導
（２）運動あそびについての研究協力と学生の論文作成の協力
（３）公開保育や研修会への助言及び指導
（４）特別支援保育事例集への助言

平成31年4月～令和2年3月

旭川大学短期大学
教授　佐藤貴虎　氏

北海道教育大学旭川校
教授　　萩原拓　氏
准教授　板谷厚　氏

14
子育て支援
部

母子保健課 私の未来プロジェクト事業 継続

　小中高生に対し，命の大切さや親となることの意識を育むため，子育て
や医療の専門職が講師となり，各学校に出向いて講話や体験学習を実施す
る。また，スタッフとして大学生が参加し，異年齢交流を図りながら学べ
る環境を提供する。

平成31年4月～令和2年3月

旭川ウェルビーイング・コンソーシアム

旭川大学
保健福祉学部コミュニティ福祉学科　准教授　栗田克美
氏

旭川医科大学
医学部看護学科　准教授　塩川幸子　氏

北海道教育大学旭川校
教授　芝木美沙子　氏

15
子育て支援
部

子ども総合相談
センター

旭川市子ども総合相談セン
ター研修事業

継続
　特別な配慮を必要とする幼児児童生徒に関する適切な指導について研修
を実施。

令和元年12月13日，令和2年1月31日

旭川大学短期大学部
准教授　熊田広樹　氏

北海道教育大学旭川校
准教授　蔦森英史　氏

16 経済部
経済総務課
雇用労政係

旭川市労働基本調査費 継続
　従業員の雇用実態を把握し，今後の労働環境の改善及び労働力の確保・
定着に資することを目的に，市内企業の労働条件や雇用状況等を調査す
る。

令和元年７月９日～令和２年３月３１日
旭川大学
経済学部　教授　江口尚文　氏
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17 経済部
産業振興課
工業技術センター

技術指導行政費 継続
（１）３次元CAD講習会
（２）制御システム設計講習会

令和元年１１月５日～１１月８日

旭川工業高等専門学校
小林一誠　氏
菅結実花　氏

旭川高等技術専門学院
未定

18 経済部 旭川市旭山動物園

旭川大学短期大学部幼児教育
学科・こども工作ワーク
ショップ・クリスマスイベン
トへの協力

継続
　保育士，幼稚園教諭を目指す同大学の学生が，教育実践の場として来園
者（幼児～小学生）向けのワークショップを実施。本園では開催場所の提
供やＨＰなどでの周知宣伝を行う。

令和元年５月１２日，８月１１日，１２月１
日

旭川大学短期大学部
教授　椎名澄子　氏

19
観光スポー
ツ交流部

都市交流課
令和元年度旭川市砂像制作隊
派遣事業

継続

　旭川市の姉妹都市である南さつま市へ旭川市内の大学に在籍する学生に
よる旭川市砂像制作隊を派遣し，南さつま市を代表するイベントである吹
上浜砂の祭典において，旭川をモチーフとする砂像を制作する。
　また，同様に砂像制作をしている他都市の学生等との交流を行う。

令和元年４月２６日～５月２日
旭川市内の大学
（令和元年度旭川市砂像制作隊には北海道教育大学旭川校
の学生３名が参加）

20 建築部
建築総務課
住宅政策係

高齢化対応住宅普及促進事業 継続
　旭川大学保健福祉部の教育の場で，特定非営利法人住まいるイン旭川と
連携し，高齢者等の住宅改善について講義やグループワークを行い，学生
に対して住教育の普及を促進する。

令和２年１月中旬
旭川大学
保健福祉学部コミュニティ福祉学科　准教授　栗田克実
氏

21 学校教育部 教育指導課
北海道教育大学旭川校と旭川
市教育委員会との連携による
学生ボランティア派遣事業

継続
　相互協力協定を締結している北海道教育大学との協力事業の一つとし
て，北海道教育大学旭川校の学生を旭川市内の小・中学校に派遣し，学校
教育活動の支援を行う。

令和元年５月２４日～９月２４日
令和元年１０月２１日～令和２年２月２１日

北海道教育大学旭川校
菱山裕二　氏

22 社会教育部 社会教育課
第２９回旭川生涯学習フェア
まなびピア

継続
　フェアにおいて，旭川市教育委員会等と連携し，理科実験コーナー（わ
くわくサイエンス）を実施

令和２年2月9日
旭川医科大学
教授　春見達郎　氏
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23 社会教育部 社会教育課 あさひかわオープンカレッジ 継続
毎年，共通のテーマを設定し，４大学１高専１短大が各1回程度担当して
公開講座を行う（旭川市教育委員会と旭川ウェルビーイングコンソーシア
ムの共催）。

令和元年9月14日，10月10日，10月12
日，10月25日，11月2日，11月23日

旭川ウェルビーイング・コンソーシアム

旭川大学　　　　　　　　　　旭川大学短期大学部
教授　松岡昌則　氏　　　　　教授　北島滋　氏

旭川医科大学　　　　　　　　名寄市立大学
教授　藤井聡　氏　　　　　　名誉教授　八幡剛浩　氏

北海道教育大学旭川校　　　　旭川工業高等専門学校
准教授　蔦森英史　氏　　　　教授　堀川紀孝　氏

24 社会教育部 社会教育課
ジオ・フェスティバル　in
Asahikawa

継続

　北海道の将来を担う子ども達の，地球科学や北海道の自然に対する興味
関心を高めるとともに，自然現象を「どのようにみるか，どのように考え
るか」という，子ども達の科学する姿勢を育成することをねらいとしてい
る。

令和2年1月11日
未定

25 社会教育部
文化振興課
彫刻美術館

企画展「市内大学生作品展２
０１９」

継続
　次代を担う若手の芸術家などの発表の場でもあるステーションギャラ
リーにおいて，旭川市内に所在する大学に通う学生たちによる作品展を開
催する。

令和元年１０月３日～１１月２４日 北海道教育大学旭川校

26 社会教育部
文化振興課
彫刻美術館

彫刻巡回展示出前授業 継続

　彫刻巡回展示実施校を対象に，当館職員や教育大の学生，市内図工・美
術部の教員等が出向き，展示中の彫刻を活用した授業を行う。
　児童生徒には，彫刻の見方や考え方を広げながら，より親しみを感じて
もらい，彫刻美術館に足を運んでもらうきっかけとなるよう実施し，教員
には，彫刻の鑑賞の仕方や今後の授業への活用方法などを知ってもらう機
会となるよう実施する。

令和元年６月２８日～１２月１２日 北海道教育大学旭川校

27 社会教育部
公民館事業課事業
係

各種公民館事業 継続

（１）百寿大学やシニア大学，市民大学等の各種講座実施
（２）異世代間交流
（３）小中学生等への自主学習支援
（４）健康講座や工作教室，クッキング等各種一般市民向け講座実施　等

平成３１年４月～令和２年３月
旭川大学，旭川医科大学，北海道教育大学旭川校，旭川市
医師会看護専門学校，旭川福祉専門学校，旭川工業高等専
門学校　等

28 上下水道部 総務課管理係
令和元年度旭川医大祭水の飲
みくらべ

継続
　学生及び来場者に水道水と市販のミネラルウォーターの飲みくらべをし
てもらい，水道水のおいしさや安全性をPRする。

令和元年６月８日～６月９日 旭川医科大学（大学祭実行委員会）


